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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 392 ― △30 ― △30 ― △24 ―
24年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 24百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △137.32 ―
24年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 116 △26 △25.8
24年3月期 ― ― ―
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  △29百万円 24年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4 ― 4 ― 10 ― 56.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」（１）当四半期連結累計期 
間における重要な子会社の異動をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と 
区別することが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事 
項）に関する事項」（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる
条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名） 株式会社ＦＲＳファシリティーズ 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 177,600 株 24年3月期 177,600 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q ― 株 24年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 177,600 株 24年3月期2Q 177,600 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興関連需要による公共投資の増加や、個人消費

の持ち直しにより内需が堅調に推移した一方、欧州債務問題による世界経済の減速や円高の長期化等の

状態が続き、景気回復は弱いものとなりました。その結果、依然として先行きが不透明な状況となって

おります。 

このような経済環境の中、東京都心５区（千代田・中央・港・新宿・渋谷区）のオフィスビル市場に

おいては、平成24年９月末時点の平均空室率が8.90％となり、前事業年度末比で小幅に低下しておりま

す。（注） 

その一方で、東京都心５区の平成24年９月末時点における平均賃料は前年同月比で381円（2.23％）

下落し16,675円／坪となり、前月比でも58円（0.35％）下落しました。（注） 

当第２四半期連結累計期間において、当社は引き続き顧客企業の移転時における、不動産物件の仲介

から内装工事、各種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までをトータルにサポートするソリュ

ーション事業を中心に事業活動を進めてまいりました。 

不動産仲介等の売上高については、68,838千円となりました。 

内装工事等の売上高につきましては、顧客との直接的な関係性を構築するために前事業年度より取次

契約から直接契約することとしたことから、213,264千円となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は392,411千円、営業損失は30,599千

円、経常損失は30,786千円、法人税等を差し引いた四半期純損失は24,387千円となりました。 

（注）大手不動産会社調べ 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、116,191千円となりました。流動資産につきまして

は、88,884千円となりました。主な内訳は、受取手形及び売掛金74,294千円、現金及び預金10,930千円

であります。 

負債は、143,187千円となりました。主な内訳は、買掛金69,705千円、関係会社短期借入金25,000千

円であります。 

以上の結果、純資産は、当第２四半期連結会計期間における四半期純損失の計上等により△26,996千

円となり、自己資本比率は△25.8％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は10,930千円とな

りました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

  

営業活動の結果使用した資金は9,364千円となりました。収入の主な内訳は、売上債権の減少9,720

千円、仕入債務の増加13,541千円等であり、支出の主な内訳は、税金等調整前当期純損失23,877千

円、新株予約権戻入益の発生6,909千円、未払金の減少6,670千円等であります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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投資活動の結果使用した資金は2,853千円となりました。支出の主な内訳は、保証金の差入による

支出1,675千円等であります。 

  

財務活動の結果得られた資金は5,000千円となりました。収入の内訳は、短期借入金による収入

5,000千円であります。 

  

当社は、平成25年３月期第２四半期決算より、連結決算に移行いたしました。これに伴い平成25年３

月期(平成24年４月１日から平成25年３月31日)の通期連結業績予想を公表するとともに、最近の業績動

向を踏まえ平成24年５月17日に公表いたしました平成25年３月期(平成24年４月１日から平成25年３月

31日)の個別業績予想について修正しております。詳細につきましては、本日(平成24年11月12日)に公

表いたしました「連結決算への移行に伴う通期業績予想の公表及び個別業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。  

なお、本資料は発表日現在において入手可能な情報に基づいた見通しであり、実際の金額は今後の

様々な要因によって変動する場合があります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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当第２四半期連結累計期間より、重要性が増したことに伴い株式会社ＦＲＳファシリティーズを連結

の範囲に含めております。  

  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。 

なお、これによる、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

への影響は軽微であります。  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
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当社は、第１四半期会計期間に営業利益を計上したものの、当社グループは当第２四半期連結累計期

間において再び営業損失を計上いたしました。これにより、継続企業の前提に関する重要事象等が存在

しております。 

当社においては、当該状況を解消し黒字化を図ることが取り組むべき最優先課題であると考えてお

り、以下に示す施策に取り組んでいる最中でございます。 

・ソリューション事業の強化及び収益力の向上 

不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までを行うソリ

ューション事業においては、引き続き取り組みを強化してまいります。具体的には、休眠状態であっ

た子会社である株式会社ＦＲＳファシリティーズにおいて、電気通信工事・内装工事において、より

専門性が高く、大規模な工事案件のご相談に対応するため、一般建設業許可を取得いたしました。こ

れにより、5,000千円以上30,000千円未満の案件を受注することができるようになりました。なお、

平成24年９月中旬よりの稼動ではありましたが、１件約30,000千円の売上があり、今後、同様の大型

案件の受注を見込んでおります。また、従来から運営しておりました希望条件の物件を探すサイトで

ある「オフィス移転ｎａｖｉ」のほか、希望条件で賃貸オフィス探しを依頼するサイトである「らく

らくオフィス探し」、従来は主に飲食店等で多く見受けられた居抜きを一般オフィスについて展開す

る居抜き情報サービスサイト「イヌキング」を開設する等、物件情報の拡充のみにとどまらず、物件

探しの選択肢を増やし、利便性の向上を図るべく、新サービスの発信に努めてまいります。 

  

・事業基盤の強化 

ナビサイトや代理店等からの紹介、グループ会社顧客への働きかけ等、不動産関連業務の問い合わ

せからオフィス仲介、内装工事、各種インフラ・オフィス機器、オフィス什器の手配までの各プロセ

スの数値管理を徹底することと、業務フロー・役割分担を明確化することによる顧客対応レベル及び

サービスレベルを向上させることで、引き続き事業基盤の強化を図ってまいります。 

  

当社は、上記の施策を実行することで営業活動によるキャッシュ・フローの改善を見込んでおりま

す。また、平成24年3月1日に親会社である㈱フォーバルと貸付極度額25百万円の特別貸付極度枠約定書

を締結し、当第２四半期連結会計期間末時点で25百万円の資金調達を実施しております。今後も親会社

からは必要に応じて資金支援を受けることが可能と判断しております。 

  

当社グループといたしましては、以上の施策を実施することによって、継続企業の前提に関する重要

事象等は解消できるものと考えております。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 10,930

受取手形及び売掛金 74,294

その他 11,092

貸倒引当金 △7,433

流動資産合計 88,884

固定資産  

有形固定資産 7,931

無形固定資産 8,140

投資その他の資産  

破産更生債権等 16,224

その他 11,235

貸倒引当金 △16,224

投資その他の資産合計 11,235

固定資産合計 27,307

資産合計 116,191

負債の部  

流動負債  

買掛金 69,705

関係会社短期借入金 25,000

未払金 13,021

未払法人税等 824

前受金 10,850

賞与引当金 7,785

その他 15,999

流動負債合計 143,187

負債合計 143,187

純資産の部  

株主資本  

資本金 146,505

資本剰余金 46,505

利益剰余金 △222,952

株主資本合計 △29,941

新株予約権 2,944

純資産合計 △26,996

負債純資産合計 116,191
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 (四半期連結損益計算書) 
 (第２四半期連結累計期間) 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 392,411

売上原価 266,205

売上総利益 126,206

販売費及び一般管理費  

給料及び手当 55,993

その他 100,812

販売費及び一般管理費合計 156,805

営業損失（△） △30,599

営業外収益  

受取利息 2

雑収入 11

営業外収益合計 14

営業外費用  

支払利息 201

営業外費用合計 201

経常損失（△） △30,786

特別利益  

新株予約権戻入益 6,909

特別利益合計 6,909

税金等調整前四半期純損失（△） △23,877

法人税等 510

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △24,387

四半期純損失（△） △24,387
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 (四半期連結包括利益計算書) 
 (第２四半期連結累計期間) 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △24,387

四半期包括利益 △24,387

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △24,387
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △23,877

株式報酬費用 2,088

減価償却費 2,164

貸倒引当金の増減額（△は減少） 130

賞与引当金の増減額（△は減少） 822

受取利息及び受取配当金 △2

支払利息 201

売上債権の増減額（△は増加） 9,720

仕入債務の増減額（△は減少） 13,541

未払金の増減額（△は減少） △6,670

前受金の増減額（△は減少） 194

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

△111

新株予約権戻入益 △6,909

その他 584

小計 △8,123

利息及び配当金の受取額 2

利息の支払額 △224

法人税等の支払額 △1,019

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,364

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △344

無形固定資産の取得による支出 △833

差入保証金の差入による支出 △1,675

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,853

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,217

現金及び現金同等物の期首残高 15,853

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

2,293

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,930
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 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

当社は、ソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。  

  

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１．配当金支払額 

   該当事項はありません。 

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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